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1. 研究背景と研究課題 
  Web API の仕様を集約した様々なキュレーションサイ

トが公開されているが，仕様が自然言語の記述で，かつ

サイトごとに異なる形式のため，その理解や比較が困難

である[3]．本稿では機械学習を用いた Web API 仕様記

述生成方法を提案する．次の 3 点を研究課題とする． 

(1) Attention を用いた機械学習による Web API 記

述から要約した仕様記述の生成方法 

(2) 要約仕様記述から OpenAPI 形式の仕様記述生

成方法 

(3) 実際の Web API に提案方法を適用し，有効性と妥

当性の評価 

2. 関連研究 

2.1 Attention を用いた機械学習 

Attention は入力データの一部のみに注目したベク

トルをデコーダで使用する機械学習の方法である．

文書要約における Attention の適用方法が提案され

ている[1]． 

2.2 Web API 仕様文書の生成方法 

  Web APIの説明文書から Web APIの仕様文書を

生成する方法が提案されている．しかし，生成

文書は要約されていないため記述量が増える[5]． 
2.3 OpenAPI 
  OpenAPI[3]とは，REST API の記述形式である．記

述された Web API の仕様はそれぞれオブジェクトとし

て定義される． 
3. アプローチ 

従来の方法では静的に定義しているため，Web 
API を公開した後に変更が発生した場合，仕様書を

変更して Web API を公開し直す必要がある．このこと

から，仕様の変更を動的に仕様書に反映できるプロ

セスを提案する．ProgrammableWeb[2]上の説明文書

を 抽 出 し ， OpenAPI の 形 式 に 変 換 す る ．

ProgrammableWeb での Web API の挙動を説明した

文書を要約し，OpenAPI で定義可能な仕様を抽出す

ることで，仕様書を生成する．要約を行うことで，Web 
API の仕様に対する理解が促進される． 
4.  深層学習による Web API仕様文書生成方法 

4.1 提案プロセス 
提案プロセスを図 1 に示す． 

 
図 1 提案プロセス 

(1) Web API 記述文書のスクレイピング 
ProgrammableWeb 上に登録されている Web API

の説明文書と仕様を合わせたテキストデータを取得

する．説明文書と仕様は，それぞれ別のテキストファ

イルとして分割する． 
(2) 訓練データとテストデータの生成 

モデルの学習と評価に用いる訓練データとテスト

データを生成する．ProgrammableWeb 上でのカテゴ

リ内で Web API の登録数に偏りがあるため，カテゴリ

毎で訓練データとテストデータの生成を行う． 
(3) Web API 仕様記述の抽出 

OpenAPI で定義可能な仕様記述を取得する．   
(4) Web API 仕様記述の要約 

取得した説明文書に対して要約する．仕様記述上

の重要文に対して Attention を付与し，機械学習を用

いて要約する．  
(5) Web API 仕様記述の OpenAPI 形式への変換 

Web API 仕様記述を OpenAPI 形式に変換する． 
(6) Web API 仕様書を OpenAPI 形式で公開 

OpenAPI 形式の Web API 仕様記述を SwaggerUI
を用いて表示するために，YAML ファイルで公開す

る．Swagger UI を用いて Web API 仕様文書の内容を

確認する． 
4.2 Web API 説明文書の仕様生成 

  Web API 説明文書内の文章間の関係を CNN を用

いてベクトル表現として抽出し , その関係を元に

Attentionを付与し，LSTMを用いて文書を要約する．   
Web API 仕様のカテゴリとして次の 5 つに分割する場

合と分割しない場合の 2 パターンで学習する．
Mapping, Weather, Mobile, Transportation, Social 
教師データとして重要文に 1, 2，その他の文に 0 をラ

ベルとして付与する．重要文は tf-idf を計算し，スコア

の高い上位 3 文章とする．tf-idfは文章中に多数出現

する，かつ他文章中に出現しない重要語を特定でき

る．重要語を多数含む文章を重要文と定義する．生
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成したテストデータを用いて要約を行い，式(1)で表さ

れる ROUGE，式(2)で表される単語の網羅率，式(3)
で表される圧縮率を用いて要約の適切さを評価する． 𝑹𝑶𝑼𝑮𝑬 െ 𝑵ሺ∁, 𝓡ሻ ൌ ቆ𝐶𝑜𝑢𝑛𝑡௠௔௧௖௛ሺ𝑔𝑟𝑎𝑚ேሻሺ∁, 𝓡ሻ# 𝑜𝑓 𝑁– 𝑔𝑟𝑎𝑚𝑠 ∈  𝓡 ቇ   ሺ1ሻ 
単語の網羅率 ൌ 説明文書と要約で一致した単語数

説明文書の単語数
   ሺ2ሻ 

圧縮率 ൌ 説明文書の単語数 െ 要約の単語数

説明文書の単語数
         ሺ3ሻ 

 

5. プロトタイプの実装 

  プロトタイプのアーキテクチャを図 2 に示す． 

 
図 2 プロトタイプのアーキテクチャ 

6. 実データへの適用と評価 

6.1 適用対象 

ProgrammableWeb の Web API に対して提案方法

を適用した．文章数の違いによる結果への影響を最

小限にするため，抽出する Web API の数は約 300 に

統一した．表 1 に適用対象のデータ数を示す．なお，

更新日時は全て 2019 年である． 
表 1 適用対象のデータ数 

6.2 評価結果 

  ProgrammableWebのWeatherカテゴリに属するWeb 
API に対して要約を行った結果を図 3 に示す． 

 
図 3 要約の実行結果 

4 文(88 単語)の文書が 2 文(47 単語)に短縮された．

削除された文章は同じ内容を繰り返している文や，

Web API ではなくサービスに関する情報を含んでい

た．損失の評価結果を図 4，ROUGE-1，単語の網羅

率，圧縮率の評価結果を図 5 に示す．全てのカテゴ

リを学習した場合の評価は，Weather カテゴリの Web 
API を用いて行った． 
 

 
図 4 損失の評価結果 

 
図 5 プロトタイプのアーキテクチャ 

7. 考察 

(1) 適用結果の考察 

   図 5 に示す ROUGE-1 の結果は生成した Web API
仕様記述が利用者にとって重要な情報を保持したま

ま要約できたことを示している．要約によって記述量

が削減されたことから Web API の利用者にとって習

得容易性[4]が向上したといえる． 

(2) 関連研究[5]との比較 

   関連研究[5]では機械学習を用いて URL などを自

動的に抽出しているが，説明文書の要約はされてい

ない．提案方法は仕様記述の抽出と説明文書の要

約が可能である． 
8. まとめ 

機械学習を用いて説明文書を要約し，Web API 仕

様記述を抽出することによる Web API 仕様文書の生

成方法を提案した．重要文に Attention を付与するこ

とで重要な情報を保持したまま要約でき，Web API 利

用者の仕様理解の促進が可能になる．提案方法は

異なる仕様記述フォーマットの統一への支援として期

待できる． 
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